
令和２年９月補正予算の概要
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郡 山 市
令和２年８月26日

【令和２年郡山市議会９月定例会提出議案概要】



（１）提出議案の概要

○ 予算議案 20件
（一般会計、国民健康保険、介護保険 ほか）

○ 条例議案 ９件
（郡山市地方創生応援基金条例 ほか）

〇 その他議案 ６件
（工事請負契約について ほか）

１ 令和２年９月定例会提出議案の概要
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一般会計 63億 224万6千円

累 計 1,900億8,943万2千円

特別会計 5億5,039万8千円

累 計 992億4,136万3千円

合 計 68億5,264万4千円

累 計 2,893億3,079万5千円

（２）補正予算案

3



（３）補正予算案の内容①

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

Ⅳ 強靱な経済構造の構築

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた
経済活動の回復

予算額 10億9,853万円
〇新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大防止に向けた医療
体制の強化・拡充

〇医師・看護師等による専門チームを派遣
〇各学校で取り組む感染症対策及び学習保障への
支援

〇学校トイレの清掃業務委託の延長
○市有施設の感染防止機能を強化
〇投票所、開票所における新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

予算額 2,528万円
〇外国人留学生への支援
〇オンライン企業説明会の実施

予算額 5,816万円
〇こおりやまの食とスポーツの振興
～企業版ふるさと納税の活用～

〇観光業のＶ字回復に向けた支援

予算額 5,821万円
〇新規就農促進に向けた受入れ体制等の強化
〇公共施設等窓口支払いをキャッシュレス化
〇動画配信サービスによる文化芸術活動への支援
〇DX公民館に向けた環境整備
〇図書館の電子書籍を2,500冊に拡充
〇テレワーク型審査会を実施

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費のほか、懸案事項の早期解決、新たな行政
課題や市民生活の需要への対応に要する経費を計上しました。
また、「新しい生活様式」に対応するキャッシュレス決済の導入や市民サービスのオン

ライン化など、ＤＸ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進を図ります。
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新型コロナウイルス感染症対策 12億4,018万円



（３）補正予算案の内容②

懸案事項の早期解決、新たな行政課題や市民生活の需要への対応など 50億6,207万円

〇新たな公共交通のあり方を検討 〇防災重点ため池への水位計の設置
〇郡山スケート場の冷凍機等更新 〇肉用牛一貫経営化を支援
〇西部第一工業団地第２期工区造成事業の再開 〇マイナポイント特設ブース設置
〇要介護認定事務にAIを導入 〇ｅＭＡＦＦ（イーマフ）の先行導入
〇今後の財政需要に備える財政調整基金への積立て

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進（郡山市が進める５レス） 8,404万円（再掲）

行
政
の
Ｄ
Ｘ

デジタル技術を活用して業務そのものの効率化を図るとともに、感染症対策として３密の解消を図ります。

ペーパー（コピー）レスペーパー（コピー）レス

カウンターレスカウンターレス

キャッシュレスキャッシュレス

ファイルレスファイルレス

ムーブ（会議）レスムーブ（会議）レス

・公共施設等窓口支払いをキャッシュレス化
・マイナポイント特設ブース設置

・テレワーク型審査会を実施
（障害者介護給付費等支給審査会・介護認定審査会）

・図書館の電子書籍を2,500冊に拡充
・ｅＭＡＦＦ（イーマフ）の先行導入

・要介護認定事務にAIを導入
・ｅＭＡＦＦ(イーマフ）の先行導入

・オンライン企業説明会の実施
・DX公民館に向けた環境整備
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市Webサイト「休日・夜間の医療」

市Webサイト「休日・夜間の医療」

〇新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に
向けた医療体制の強化・拡充

１億2,974万円

～新型コロナウイルス対策発熱外来診療所運営事業～

拡

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するとともに、発熱患者に適切な医療と検査
を提供するため、郡山医師会及び病院等医療機関と連携し、２ヶ所目の発熱外来診療所およ
びＰＣＲセンターを設置します。

（保健所総務課）

財源区分：補助 国 10/10等

6

さらなる感染拡大に備えて

発熱外来診療所の追加設置

施 設 名 ＰＣＲセンター（仮称）
運営主体 郡山市医師会
場 所 南東北第二・星総合病院敷地内
運営開始 10月予定
運 営 平日 月曜日～金曜日（午後１時～５時）
予 算 額 6,514万円 ※２施設分

施 設 名 郡山市発熱外来診療所（仮称）
運営主体 郡山市
場 所 星総合病院内
診療開始 10月予定
診 療 平日 月曜日～金曜日（午後１時～５時）
予 算 額 6,460万円 医師手当など ※２施設分

ＰＣＲセンターの新規設置（２ヵ所設置）

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

ＰＣＲ検査の流れ ※簡略化して表記

濃厚接触者や感染疑い高 発熱患者など

帰国者接
触者外来

市発熱外来診療所
場所（南東北第２・星病院）

かかりつけ医

ＰＣＲセンター

診
療

検
体
採
取

行政検査
(保健所)

保険適用検査(民間検査機関)分
析

＜診療能⼒の強化、感染リスクの低減＞

＜検査能⼒の強化・迅速化＞

自医
採取



(仮称)感染制御チーム派遣事業 予算額387万円

医師・看護師等による専門チームを派遣
～防疫対策事業～

１億6,838万円

ＰＣＲ検査費用など
予算額１億6,451万円

活動
概要

患者が発生した場合に、初動対応における助言など技
術的支援を行う。ゾーニング、消毒等環境整備 など

構成 医師１名、看護師１～２名 、業務調整員１名
⇒１チーム

予算
内訳

・医師・看護師等謝礼、医薬材料費、旅費
※40回実施分を予算計上

（保健所地域保健課）

感染者
発⽣ 支援

派遣先：コロナ患者発⽣施設

医療機関、老健・介護・
障がい者施設等

感染状況調査 郡⼭市

【感染制御チーム】

ＰＣＲ検査の様子

財源区分：補助 国 10/10等

医療機関、福祉施設における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、医師、看
護師等による専門チームを結成するほか、ＰＣＲ検査や検査に係る医薬材料費等を拡充しま
す。

【主な内容】

・ＰＣＲ検査（保険診療報酬分）
１億5,206万円

・医薬材料費等 1,003万円

新

検査材料

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備
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Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

〇各学校で取り組む感染症対策
及び学習保障への支援

１億950万円

～感染症対策・学習保障等に要する経費～ 財源区分：補助 国 1/2

新

（学校管理課） 8

小・中・義務教育学校において実施する感染症対策や、児童生徒の学びの保障等の取り
組みに必要な物品等を、校長の判断により購入できる予算を各学校に配当し、児童生徒が
安心して学べる環境のさらなる充実を図ります。

（ア） 学校における感染症対策等支援

児童生徒・教職員の感染症対策に必要な物品の購入等に係る経費の支援

（例）アルコール消毒液、ハンドソープ、フェイスシールド、モップ、非接触型体温計 等

（イ） 子供たちの学習保障支援

感染症対策等を徹底しながら、感染の状況や児童生徒の状況に応じた学校での教育活動や家庭学習を

実施する際に生じる経費の支援

（例）大型テレビ、学習用教材、印刷用トナー 等

取組内容



Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

〇学校トイレの清掃業務委託の延長 3,871万円

～小・中学校保健に要する経費～ 財源区分：臨時交付金

拡

（学校管理課） 9

新型コロナウィルス感染防止のため２学期より実施している専門業者による小・中・義
務教育学校トイレの清掃業務委託について、全国で感染拡大が続いている状況から３学期
も継続して実施し、感染リスク低減と教職員の負担軽減を図ります。

対象及び期間

対象：郡山市立小・中・義務教育学校 78校（分校２校含む）

期間：令和３年１月８日（金）～令和３年３月23日（火）
３学期 50日

実施方法

方法：トイレ清掃を専門業者に委託

各学校週３回実施（総清掃日数30日）



密閉の解消に配慮した施設内の換気性能の向上に向け、網
戸の設置及び冷房・換気設備の改修を行います。

○冷房設備改修 26施設 57箇所 公立保育所等
○換気設備改修 ３施設 ４箇所 郡山ｶﾙﾁｬｰﾊﾟｰｸﾌﾟｰﾙ等
○網戸設置・修繕 95施設 1,564箇所 公民館等

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

〇市有施設の感染防止機能を強化 ５億3,543万円
～庁舎改修事業、市民文化センター改修事業等～ 財源区分：単独

拡

（各施設所管課） 10

「郡山市公共施設等総合管理計画」に基づく施設改修のうち、飛沫感染や手指感染の
防止に効果のあるトイレの洋式化及び自動洗浄化、空調設備改修等を前倒しで実施し、
施設内の新型コロナウイルスの感染防止機能の強化を図ります。

窓口カウンター改修

密接の解消及び飛沫感染の防止のため、多くの
皆さんが利用する市役所本庁舎１階の窓口カウン
ターの改修を行います。

ウイルスの飛沫感染や手指感染の防止のため、トイレ及び
手洗いの自動水洗化等を図ります。

○手洗いの自動洗浄化等

132施設 6,544箇所
小中学校及び
放課後児童クラブ等

トイレの洋式化及び手洗いの自動洗浄化等

○トイレの洋式化及び自動洗浄化

16施設 471箇所
市民文化センター等

【トイレ洋式化】

網戸設置・空調（冷房・換気）設備改修

【自動洗浄化】 【レバー式化】

【ｶｳﾝﾀｰ改修ｲﾒｰｼﾞ】

【現在の市役所本庁舎１階窓口カウンター】 ※小中学校はレバー式化



〇投票所、開票所における
新型コロナウイルス感染症対策

～選挙管理委員会事務局管理事務事業～

914万円

（選挙管理委員会事務局）

財源区分：単独

選挙の執行により、市民や選挙事務従事者の間で新型コロナウイルス感染症の感染拡大が
発生しないように、投開票事務全体を見直し、感染防止に必要な衛生用品などを準備します。

新

・期日前投票所、投票所の入口などに消毒
液を設置

・選挙事務従事者等は、マスク、手袋を着
用

・投票には、持参した筆記具の使用が可能
・投票記載台、鉛筆を定期的に消毒
・投票所内の定期的な換気を実施

・開票会場の分散化
・開票事務従事者の減員

投票における感染対策

開票における感染対策

主な感染対策の衛生用品など

・使い捨てマスク
・手指消毒剤
・使い捨て鉛筆
・組立式ついたて
・フェイスガード

※投開票時の感染対策（フェイスガードとついたて）

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備
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（国際政策課）

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

外国人留学生への支援 100万円
～都市間等交流推進事業～ 財源区分：臨時交付金

新

留学生による語学やSNS等を生かした本市の魅力発信活動等に対し、経済的支援をする
ことで、新型コロナウィルス感染症の影響によりアルバイト収入等が減少した留学生の生
活を支援します。

12

郡山市国際交流協会
※市から補助金交付（100万円）

市内の大学等に在学する
外国人留学生（約300人）

➀レポート提出 本市での生活の状況や

困りごとなどを回答 ⇒ 2,000円を支給

②ＳＮＳ発信 「facebook」「Instagram」等
により、母国語で、本市の魅力を国内外へ発信

⇒ 2,000円相当の物資を提供
（食品、防災、日用品セットから選択）

母国の
家族や
友人へ
投稿

概 要 イメージ図

②ＳＮＳ

世界中
の⼈々

ホス
トタ
ウン

留学⽣の
⺟国の⼈

留学生

➀レポート

郡山市国際交流協会

郡山市の好きなところを
写真や動画で発信

本市の魅力を国内外へ発信

※多文化共生事業へ反映
提出

実施主体

対象者

内 容
郡
山
市

事業費補助

経
済
的
支
援

情報発信

情報発信

スケジュール（実績）

６月 ７月 ８月 ９月

協会と協議
学校等へ⇒
周知依頼

➀レポート提出
（258件）

➀ＳＮＳ発信
（107件／８月21日時点）



本市を拠点として活動するトップスポーツチームや大学等
と連携したスポーツの魅力の発信と環境の充実により、多様
なスポーツへの参画を促進し、新しい
生活様式のもと、スポーツによる地域
活性化を推進します。

本市特産の鯉と逢瀬ワイナリー
のワインの美味しさを引き出す加
工食品の開発により、鯉とワイン
の魅力向上と消費拡大を図ります。

○事業内容
一流シェフによる鯉とワインの加工品開発（委託料）

○スケジュール（基金を活用し５か年計画で推進）

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復

〇こおりやまの食とスポーツの振興
～企業版ふるさと納税の活用～ 3,916万円

～こおりやまスポーツイノベーション事業・鯉６次産業化プロジェクト事業～ 財源区分：地方創生応援基金

新

（スポーツ振興課・園芸畜産振興課） 13

企業版ふるさと納税(※1)を原資とした「郡山市地方創生応援基金」(※2)を活用し、
プロスポーツによる地域振興と農業の６次化による地方創生の推進を図ります。

鯉とワインによる魅力ある加工品づくり 40万円

※1）企業版ふるさと納税：国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに
対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する仕組み。

※2）郡山市地方創生応援基金：９月定例会へ基金条例案上程（詳細は36ページ参照）

スポーツを通じた地方創生の推進 3,876万円

鯉 ワイン
【加工品開発】

○鯉もワインも売れ
る仕組みを構築

○観光資源等との
マッチング

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

加工品開発等

試作品
開発

試作品
改良

加工品等のＰＲ・販売促進

生産者との交流イベント
首都圏・ワイナリーイベント等

〇事業内容

トップスポーツの魅力発信 1,852万円

スポーツ環境の充実 2,024万円

事　業　内　容

各種運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発等

部活動指導の充実

体育施設・備品整備

学校体育用具等整備

スポーツ環境の充実

トップスポーツの魅力発信

Ｒ５ Ｒ６Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ展開

ﾎｰﾑｹﾞｰﾑ招待・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾗｯｸﾞ等市内掲出

ＩＣＴを活用した新しい生活様式での部活動指導



磐梯熱海温泉のＰＲと新規顧客の獲得に向け、磐梯熱海観
光協会が展開する温泉ＰＲキャラクター「温泉むすめ」を活
用した観光誘客事業へ支援します。

○観光案内システム事業の概要

○予算額等
補助金 1,100万円（対象：磐梯熱海観光協会）

宿泊施設の利用促進に向け、市観光協会によ
る新しい生活様式に配慮した会議・会合等開催
支援補助事業の期間延長を支援します。

○対 象 郡山市観光協会が実施する
「会議・会合等開催支援補助事業」

○会議・会合等開催支援補助金の概要
・補助条件

新しい生活様式等による安全対策・三密回避のもと
実施する会議・会合

・対象経費
会場費、飲食費
備品借り上げ料
サービス料 等

・補助額
対象経費の２分の１
（上限５万円）

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復

〇観光業のＶ字回復に向けた支援 1,900万円
～郡山ＤＭＯ推進事業～ 財源区分：臨時交付金

拡

（観光課） 14

市内宿泊施設における「新しい生活様式」を取り入れた会議・会合等の開催及び、磐
梯熱海温泉のキャラクターを活用した観光誘客など、本市観光業等のＶ字回復に向けた
取り組みを支援します。

【新規】ご当地温泉キャラクター観光案内システム事業補助金
1,100万円

【期間延長】会議・会合等開催支援補助金
800万円

○「温泉むすめ」とは…

温泉地をキャラクター化し、温泉の魅力を世界に
発信する取組みとして全国120箇所の温泉地で実施。
磐梯熱海温泉では「磐梯熱海 萩（はぎ）」を

キャラクターとして、グッズ販売や等身大パネルの
設置、スタンプラリー等の事業を展開中。

【磐梯熱海 萩】

・スマートフォン等を利用した
観光案内システムの構築

・ご当地温泉キャラクター
「温泉むすめ」が案内

【新しい生活様式に配慮した広い会場】

【掲載情報等】

温泉・宿情報

見どころ・名所

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｼﾞｬｰ

お店・地酒



新規就農希望者をターゲットとした情報発信・相談体制の強化を図るため、本市農業ＰＲ動画の作
成・配信及び、パンフレットの作成等を実施します。

○実施内容等：委託料 ○業務スケジュール（繰越明許）

〇新規就農促進に向けた
受入れ体制等の強化

596万円

～豊かな地域農業を担う農家育成事業～ 財源区分：臨時交付金

拡

（農業政策課） 15

新規就農を目指す方々へ、本市の魅力ある農産物や活躍する生産者の姿を発信し、新
たな農業の担い手の確保と農業法人等の経営強化により、本市農業の活性化を図ります。

Ⅳ 強靱な経済構造の構築

見学
研修等

補助金等
支援活用

地域の
担い手へ

（後継者確保）

農業法人等への就農
親元就農・独立就農

●人・農地プラン作成支援事業【国】
●農業経営改善モデル経営体育成事業【市】
●農業次世代人材投資資金【国】
●産地担い手育成支援事業【市】

●栽培技術等研修・
園芸カレッジ
【市】

就
農
支
援

就
農
の
流
れ

情報発信等の
強化

新規就農促進事業

ＷＥＢ用
情報提供ツール

本市農業ＰＲ動画作成・
ＳＮＳ配信

新規就農ガイドブック・
パンフレット作成

本市の魅力発信
認知度アップツール

就農相談イベント出展ブース
用パネル・タペストリー等

【ＰＲ動画のイメージ】

農業の活性化

10月 11月 10月 11月 ３月

委
託
業
務
公
告

委
託
契
約
締
結

出
展
ツ
ー

ル
完
成

動
画
配
信
開
始

業
務
完
了

令和２年度 令和３年度

3月

　
動
画
撮
影

　
（

秋
・
冬
）

　
動
画
撮
影

　
（

春
・
夏
）

　
広
告
配
信

就農希望者

新規就農者数 Ｒ元年度末現在
(認定新規就農者) 102人

情報発信
就農相談

●農業フェア
出展等

目標値（Ｒ３年度末）
120人

農業法人数 Ｒ元年度末現在
47法人

目標値（Ｒ３年度末）
49法人



安全・安心で快適な生活環境を整備するため、損傷のある道路舗装の補修や水路側溝の
改修等を推進します。

身近な道路や側溝などの生活環境を改善
～道路維持管理事業・水路側溝整備事業～ 財源区分：単独

拡

（道路維持課） 16

３億5,844万円

道路維持管理事業

水路側溝整備事業

補正額 ２億5,844万円
実施内容
・舗装補修工事
・舗装パッチング補修
・道路施設維持補修等

施工箇所 市内一円

補正額 １億円
実施内容
・水路側溝整備工事
・測量設計委託

施工箇所 市内12箇所

＜水路側溝整備工事イメージ＞

（施工前） （施工後）

＜舗装補修工事イメージ＞

（施工前） （施工後）

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山



鉄道、バス、タクシー等公共交通機関の連携や自動運転を活用したMaaSの実現、バスベ
イの設置など、2025年問題に対応した新たな公共交通のあり方について検討する懇談会を
開催します。

新たな公共交通のあり方を検討
～公共交通環境整備事業～ 財源区分：単独

新

（総合交通政策課） 17

24万円

参集者（予定）
・高齢者、障がい者、学生
などの市民代表

・バス、タクシー、鉄道な
どの交通事業者

・国、県、市の道路・交通
行政機関

内容
・地域交通の課題と移動
ニーズの把握

・地域の多様な輸送資源
の活用検討

・バスベイ設置など、交通
渋滞の解消策の検討

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正（令和２年６月３日公布）

整備済みのバスベイ（西ノ内二丁目）

【背景】
・人口減少
・公共交通空白地の増加

【流れ】
①国が地域公共交通に関する

基本方針を策定
↓

②地域交通課題の整理・移動
ニーズの把握

↓
③「郡山市総合都市交通戦略」

及び「郡山市地域公共交通網
形成計画」を改訂し、「地域

公共交通計画」を策定

三穂田町における体験試乗会
（郡山観光交通株式会社）

MaaS（Mobility as a service）…ICTを活用してマイカー以外の移動をつなぎ、
人々が効率よく便利に使えるシステム



三穂田町

逢瀬町

安積町

喜久田町

富久山町

田村町

片平町

日和田町

〇防災重点ため池への水位計の設置 3,780万円

～農業用施設整備事業～ 財源区分：補助 県 10/10

新

（農地課） 18

大雨等による越水や決壊等の甚大な被害をもたらす恐れのある防災重点ため池につい
て、その危険性をリアルタイムに把握し、防災・減災につなげるため、水位計等を設置
し、市民の安全・安心を確保します。

○概 要 防災重点ため池への水位計及び監視カメラの設置

○設置数 14池
越水や決壊等により甚大な被害を及ぼす恐れの
ある防災重点ため池に設置

○運 用
・水位の常時観測（平常時と豪雨時の水位変化を把握）
・異常な水位の変動の早期確認・対応（緊急放水等）
・下流域の住民への迅速な情報提供

【新規】防災重点ため池への水位計等の設置

【善宝池に設置されている水位計】

市が管理する全ての防災重点ため池（94箇所）について
「ハザードマップの作成」及び「耐震診断」を

令和２年度中に完了する予定

防災重点ため池（市管理：94箇所）のこれまでの防災対策

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

No ため池名称 所在地 No ため池名称 所在地

① 宝沢沼 富久山町 ⑧ 長池 三穂田町

② 荒池 安積町 ⑨ 下北沢池 逢瀬町

③ 原池 田村町 ⑩ 葉ノ木１号池 三穂田町

④ 荒池 池ノ台 ⑪ 酒蓋池 深沢二丁目

⑤ 万海池 安積町 ⑫ 釜ノ前池 逢瀬町

⑥ 橋本池 喜久田町 ⑬ 五百淵 山崎

⑦ 枇杷沢池 田村町 ⑭ 大久保池 安積町



ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

郡山スケート場の冷凍機等更新
自然冷媒使用による環境負荷の低減

～磐梯熱海スポーツパーク改修費～ 財源区分：起債 90％

新

建設から約30年経過し老朽化した郡山スケート場冷凍機設備を更新します。
更新に際し、自然冷媒を使用し省エネルギー効果が高い機器を導入し、オゾン層の保護

や二酸化炭素の排出抑制により環境負荷の低減を図ります。

（スポーツ振興課） 19

８億3,733万円

更新内容
・冷凍機10台更新
・屋内配管、自動制御設備、電気設備等の更新

スケジュール

省エネルギー化による環境・コスト削減効果（12月～２月冬季開場期間中）

更新の必要性
・老朽化による故障頻度の増加・部品供給の停止
・冷凍機の使用冷媒（特定フロン）の全廃

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
令和２年度 令和３年度

冷凍機製作 設置作業等
事業者

選定等

エネルギー（コスト） 2,242　万円/年 　1,236　万円/年 1,006　万円/年

項目 更新前 更新後 削減量

ＣＯ2 528.4　ｔ /年 291.3　ｔ /年 237.1　ｔ /年

　２９年

構 造 　鉄筋コンクリート造　３階

延床面積 　２，１７９．６６㎡

建 築 年
　１９９１年（Ｈ3）
　※２００３年（Ｈ15）県から譲与

建築年数

開場期間
　冬期間：１２月～２月
　夏期間：４月～１０月

特 徴
　１周４００ｍリンク（県内唯一）
　観客席　１，１１５人
　夜間照明　２棟

郡山スケート場 施設概要



未来の畜産創生事業補助金

〇肉用牛一貫経営化を支援 240万円
～畜産経営改善事業～ 財源区分：補助 県 10/10

拡

（園芸畜産振興課） 20

新しい視点をもった畜産生産者の確保や経営基盤の強化に向け、子牛生産から枝肉販
売まで「肉用牛一貫経営」への転換を図るため、肥育農家(※１)による繁殖用雌牛（※
２）の導入を支援します。

〇対 象 者 肥育農家等のうち以下の条件（目標）のもと繁殖用雌牛を導入する方
① 繁殖用雌牛の導入後３年以内に繁殖用雌牛の

比率を10％以上とすること。
② 導入した繁殖用雌牛から生産された子牛は

枝肉として出荷すること。

〇対象経費 繁殖用雌牛の導入経費

〇補 助 額 １頭当たり40万円（上限）

※１）肥育農家：購入した食肉用牛の子牛を飼育し、肉量の増や肉質の向上を図り枝肉として出荷する農家

※２）繁殖用雌牛：肉用牛等の子牛を産ませるために飼養される雌（メス）牛

【肉用牛一貫経営化】

【繁殖】 【肥育】

繁殖用雌牛から肉用牛等の子牛を生産 子牛を肥育し枝肉として出荷【繁殖用雌牛】

導入補助

畜産農家の
経営基盤強化

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

区分 戸数 飼養頭数

肥育農家 20戸 2,375頭

繁殖農家 65戸 1,674頭

【市内畜産農家の状況（平成30年度 福島県調べ）】



○令和２年度事業費
（当初予算計上済）

２億4,947万円
・実施設計委託
・地質調査委託等

※９月補正
繰越明許の補正（令和３年度への繰越額：1億4,439万円）

〇西部第一工業団地第２期工区
造成事業の再開

（産業創出課） 21

～西部第一工業団地造成事業＜工業団地開発事業特別会計＞～ 財源区分：起債 100％

新型コロナウイルス感染症の影響等により、事業実施を見合わせていた西部第一工業団
地第２期工区造成事業について、第１期工区の順調な立地状況を踏まえ、今後、さらなる
持続可能な経済成長と戦略的かつ積極的な企業誘致の推進のため、事業へ着手します。

継

〇計画箇所： 熱海町上伊豆島 外 地内
〇開発規模： 総面積 １４７．５ｈａ

〇第１期工区：平成26～29年度造成

面積(ha) 第１期工区 第２期工区

事業用地 ７０．６ ７６．９

分譲用地 ３８．８ ３５．５※予定

西部第一工業団地概要 第１期工区分譲状況

第２期工区 造成等

２億4,947万円
（ 当初予算計上済 ）
（９月繰越明許補正）

【令和２年度の土地売買契約状況】

○郡山ヒロセ電機株式会社
・契約日 ４月30日
・区画№ ２街区２号、

２街区３－１号
・区画面積 47,720.87㎡

○河村電器産業株式会社
・契約日 ８月３日
・区画№ ２街区３－２号、

２街区４号
・区画面積 39,004.50㎡

【4月30日契約締結式】

【8月3日契約締結式】

【基本設計における全体計画図】

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

スケジュール
令和２年度 令和３年度以降

実施設計

地質調査

伐採業務 造成工事

各種調査業務



〇オンライン企業説明会の実施
Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

393万円

～労働情報発信事業～ 財源区分：臨時交付金

新

大学生等が、企業を直接訪問しなくとも円滑な就職活動ができるよう、また、市内中小
企業の採用活動を支援するため、オンラインによる企業説明会を実施します。

（雇用政策課）

【説明会概要】

１ 参加対象者
令和４年３月卒業予定の大学生等

２ 参加企業数
10社～15社（1日当たり、７社程度 計２日間）
１社あたり配分時間20分（質疑応答をチャット形式で実施）

３ 参加想定企業
市内の中小企業で、採用予定のある企業

【事業の効果】

①市内中小企業と学生の出会いの場を創出
②アーカイブ配信による情報提供の拡大
③大学生等の就職活動に伴う交通費・宿泊費等の負担軽減

22

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



Ⅳ 強靱な経済構造の構築

〇公共施設等窓口支払いをキャッシュレス化 1,723万円

～デジタルファースト推進事業～ 財源区分：臨時交付金

新

カウンターレスを目指す窓口業務において、支払いのキャッシュレス化を図ります。

（ソーシャルメディア推進課）

１.キャッシュレス決済導⼊の⽬的
① 新しい生活様式への対応

現金の取り扱いによる新型コロナウイルス感染
リスクの低減

② 窓口来庁者の利便性向上
支払い方法の多チャンネル化

③ 出納事務のさらなる適正化
公金取り扱いにおけるセキュリティの向上

④ 出納事務の効率化

３.対象窓⼝等 （34施設を予定）
① 証明書等発行手数料

・市民課 ・資産税課 ・行政センター
・市民サービスセンター 計22施設
※ 26種類の証明書発行手数料を対象

② 公共施設使用料 等
・美術館 ・総合体育館 ・陸上競技場
・庭球場 ・東部体育館 ・ふるさとの森
・フットボールセンター ・中央公民館
・ミューカルがくと館 ・西口駐車場
・自転車等駐車場（西口、東口） 計12施設２.複数の⽀払い⽅法に対応（多チャンネル化）

23

４.スケジュール① QRコード決済
スマホに指定のアプリをダウンロードし、QRコー

ドを会計時に提示して決済するもの。
② 電子マネー

あらかじめチャージ（自動チャージ含む。）した
専用のカードで決済するもの。

③ クレジットカード

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



動画配信サービスによる
文化芸術活動への支援

770万円

～文化芸術振興事業～ 財源区分：臨時交付金

新

新型コロナウイルス感染拡大の影響により活動が制限される中、文化芸術活動の様子を
オンラインで配信する市民の方々を対象に奨励金を支給するなど、新しい生活様式に対応
した文化芸術活動を支援します。

（文化振興課） 24

音楽、演劇、舞踊、伝統芸能等の文化芸術活動に関する動画作品の制作、オンライン配信
＜募集テーマ＞

◉ 新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいる医療､福祉従事者等にエール(応援の気持ち)を伝える

もの 等

◉ 住所地又は活動拠点が市内で､新型コロナウイルス感染拡大以前(概ね令和２年２月以前)から継続して
文化芸術活動を行っている市民（グループによる応募も可）

◉ 活動奨励金：一人あたり１万円（上限：10万円）

◉ 動画撮影カメラや機材を貸し出し、動画制作を支援

◉ 予定 10月～12月：募集

11月～３月：動画制作・配信・奨励金交付

対象事業

対象者

支援内容

Ⅳ 強靱な経済構造の構築新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



Ⅳ 強靱な経済構造の構築

〇ＤＸ公民館に向けた環境整備

《整備内容》《 効 果 》

165万円
～公民館運営管理費～ 財源区分：臨時交付金

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、公民館で行われている定期講座や市民学校
を受講者が在宅学習できるよう、講座内容の映像収録・加工・配信ができる機器を全公民
館に配置し、いつでもどこでも学べる環境を整備します。

25（生涯学習課）

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止対策とＩＣＴを活用した学習機
会を提供し、市民サービスの向上を図ります。

〇時間や場所が固定されない講座配信により、新たな公民館利用者の
獲得につなげます。

〇タブレット43台
〇管理ソフト

受講者

講師

タブレットで配信・受信

在宅受講者

公民館

オンライン配信講座オンライン受講講座 収録動画配信講座

郡山市公式

YouTubeで配信

受講者

講師

在宅受講者

公民館

受講者 講師

タブレットで受講

公民館 遠隔地

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進

新



〇図書館の電子書籍を2,500冊に拡充 385万円
～奉仕活動事業～ 財源区分：臨時交付金

拡

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、図書館への来館が不要で24時間利用可能な
電子書籍を増冊し、新しい生活様式に対応した読書環境のさらなる充実を図ります。

26（中央図書館）

◆追加導入予定（1,000冊）
・一般書 500冊 ・中高生向け 500冊

◆導入実績
・令和元年度 777冊

（一般書357冊、児童書420冊）

・令和２年度 783冊

（一般書210冊、児童書573冊）

◆貸出実績
・令和元年度（10月～３月） 913冊

・令和２年度（４月～７月） 970冊

導入予定及び実績

自宅・学校・電車等電子書籍

貸 出

返 却

タブレット・ＰＣ
スマートフォン等

Ⅳ 強靱な経済構造の構築

貸出ランキング（令和元年10月～令和２年７月）

書 名 著 者 出版社 ｼﾞｬﾝﾙ 出版年⽉

1 ひとり暮らしな日々。 たかぎ なおこ 主婦と生活社
ｺﾐｯｸ・
ｴｯｾｲ

2010年７月

2 旅に出たくなるニッポンの
絶景・秘境

― 笠倉出版社
紀行・
案内記

2017年７月

3 子育てで絶対やってはいけ
ない３５のこと

ｱｸﾞﾈｽ・ﾁｬﾝ 三笠書房 育児 2018年２月

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



〇テレワーク型審査会を実施 2,487万円
～障害支援区分認定等事業、介護認定審査会事業～

新

新型コロナウイルス感染拡大の渦中でも、安心して、安定的に審査会（障害者介護給付
費等支給審査会、介護認定審査会）が開催できるようオンラインで会議を実施できる環境
を整備します。

（障がい福祉課、介護保険課）

財源区分：臨時交付金

27

【概要】
これまで対面形式で開催してきた審査会を、タブレット端末等を活用しオンラインで行います。

【審査概要】 【イメージ】

【効果】

郡山市 会議に参加しやすい環境を構築し、安定的に審査会を開催します。

審査会委員
人と接触しないため、感染のリスクを減らすことができます。

医療・保健・福祉の専門家である委員の方々は、審査会参加への負担が減り、感染拡大時も
本業に専念できる時間が増えます。

市 民 安定的に審査会が開催され、申請から認定までの長期化が解消されます。

審査会名
開催回数
(R元年度)

予算額

障害者介護給付費等支給審査会 44回 380万円

介護認定審査会 368回 2,107万円

審査会のオンライン化

after

Ⅳ 強靱な経済構造の構築新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



マイナポイント
申込支援

端末を設置した特設ブースでマイ
ナポイントの申し込みの支援（パ
ソコン操作の説明等）を行います。
（本庁、富田・大槻・安積・富久
山の４つの行政センターに設置）

マイナポイントへ
の問い合わせ対応 マイナポイントに関する専用ダイ

ヤルを設置し、市民からのマイナ
ポイントについての問い合わせに
対応します。

マイナポイント及
びマイナンバー
カードの周知

来庁者に対して、ポスターやチラ
シ等でマイナポイント事業を周知
するとともに、マイナンバーカー
ド未取得者に対して、カード取得
の勧奨を行います。

マイナポイント特設ブース設置 2,363万円

～マイナポイント申込支援等に要する経費～ 財源区分：補助 国 10/10

国が行う「マイナポイント事業」について、マイナポイントの申し込みに係る特設ブー
スを設置して、申し込みから手続き完了までパソコンの操作方法を説明するなどの支援等
を行います。

新

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

28

マイナポイント申込支援等の内容

（市民課）

マイナポイント

詳しくはこちら

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



ＳＤＧｓ 未来都市 郡山

〇要介護認定事務にＡＩを導入 386万円
～ 認定調査事業 ～

新

これまで職員が行っていた要介護認定調査結果の整合性チェックを、全国で初めて、
ＡＩの言語処理技術により自動化し、認定の効率性及び正確性の向上を目指します。

（介護保険課）

財源区分：単独

29

【要介護認定事務の流れ】

要介護認定支援ＡＩサービスの導入

【概要・目的】

要介護認定事務において、調査結果の確認作業は負担の大きい作業でしたが、ＡＩを活用することで、高い
確認精度を保つとともに作業の効率化を図ることにより、申請から認定までの期間をスピードアップ（40日
⇒30日）し、職員の働き方改革を推進します。

【これまでの経過】

令和元年度に、株式会社ＮＴＴデータ東北とＡＩによる認定調査結果の整合性チェックの実証実験を実施。
実験の結果、判定精度は80%を超え、システム化が決定。「郡山モデル」として全国に展開される予定です。

認定調査 調査票作成
調査結果確認

＃ＡＩ活用

一次判定
(コンピュータ判定)

二次判定
(介護認定審査会)

認定

【期待される効果】

市民 郡山市 社会全体

申請から判定までの期間が短縮 「生産性向上」「働き方改革」「認定精度の
向上」を実現

郡山モデルで、他自治体でも郡山市と
同様の効果を獲得

新生活様式の実現に向けたＤＸの推進



○予算内容
・システム導入に向けた関係データの加工等委託

・国が実施する農業者等を対象とした
システム操作説明会への参加旅費

○財源
福島県の
「経営所得安定対策等推進事業費補助金」
（10/10）を活用

○事業スケジュール

○農林水産省が所管する交付金の申請手続きを自宅にいながら
パソコンやスマートフォン等から申請が可能となるサービス

○審査の状況もリアルタイムで確認ができる

○過去の申請内容が記録され、ペーパーレス化が図られる

○事務の効率化等により農業法人等の経営強化が図られる

〇ｅＭＡＦＦ（イーマフ）の
先行導入

137万円
～水田農業対策事業～ 財源区分：補助 県 10/10

新

（農業政策課） 30

農業者の利便性の向上と働き方改革を推進するため、県内の市町村に先駆け、「農林
水産省共通申請サービス（ｅＭＡＦＦ）」の導入を進めます。

水田農業対策事業（ｅＭＡＦＦ導入）農林水産省共通申請サービス（ｅＭＡＦＦ）の概要

【現在】

【導入後】

農林水産省共通申請サービス（ｅＭＡＦＦ）導入イメージ

本市において、国の「経営所得安定対策等交付金」の
申請への活用に向けて導入

申請書
等送付

郡山市 農業者（約8,000戸）
書類
返送

郡山市

審査等

国
手書き書類
作成等

報告申請書
等印刷

交付金
交 付

農業者
農業法人 郡山市

審査等

国

報告

交付金
交 付ﾊﾟｿｺﾝ･

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等で入力

ｵﾝﾗｲﾝ
申請

ｅＭＡＦＦ
過去の
情報も
登載

令和２年度 令和３年度以降

関係データ加工等

システム操作説明会参加

システム本格運用開始

システム活用促進
（農業者への啓発等）

ＳＤＧｓ 未来都市 郡山新生活様式の実現に向けたＤＸの推進

注）福島県内では、本市と西会津町で先行導入を予定して
います。

申請書の印刷・郵送・作成・返送等の期間（約60日）の短縮



２ 補正予算案の詳細

（１）会計別補正予算
（単位：千円、％）

31

会 計 名
令和２年度 前年度９月

現計予算額
対前年度
９月増減率補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 183,787,186 6,302,246 190,089,432 143,648,593 32.3
特 別 会 計 98,690,965 550,398 99,241,363 98,268,676 1.0

う
ち

国民健康保険 28,502,219 △ 39,047 28,463,172 29,236,478 △ 2.6
後期高齢者医療 3,524,726 27,743 3,552,469 3,265,572 8.8
介護保険 25,510,714 548,434 26,059,148 25,323,187 2.9
公共用地先行取得事業 4,734 歳入組替 4,734 4,863 △ 2.7
大町土地区画整理事業 592,242 10,439 602,681 1,418,496 △ 57.5
駐車場事業 146,135 539 146,674 202,839 △ 27.7
工業団地開発事業 1,026,588 繰越明許補正 1,026,588 797,447 28.7
熱海温泉事業 646,372 △ 9,358 637,014 606,877 5.0
母子父子寡婦福祉資金貸付金 46,759 2,408 49,167 39,496 24.5
多田野財産区 8,724 2,946 11,670 12,179 △ 4.2
河内財産区 11,435 1,946 13,381 8,593 55.7
片平財産区 961 41 1,002 1,047 △ 4.3
月形財産区 337 78 415 487 △ 14.8
舟津財産区 23,708 335 24,043 23,377 2.8
舘財産区 25,465 324 25,789 25,519 1.1
浜路財産区 802 106 908 923 △ 1.6
横沢財産区 13,718 359 14,077 14,518 △ 3.0
中野財産区 1,120 2,901 4,021 11,006 △ 63.5
後田財産区 2,587 204 2,791 2,849 △ 2.0

合 計 282,478,151 6,852,644 289,330,795 241,917,269 19.6



（２）性質別補正予算

（単位：千円、％）

32

区 分

令和２年度 前年度９月
対前年度

９月
増減率補正前の額 補正額 補正後の額 構成率

現計
予算額

構成率

義務的経費 58,791,073 209,081 59,000,154 31.1 53,773,818 37.5 9.7

人件費 19,309,796 19,633 19,329,429 10.2 16,227,971 11.3 19.1

扶助費 30,402,363 184,762 30,587,125 16.1 28,275,331 19.7 8.2

公債費 9,078,914 4,686 9,083,600 4.8 9,270,516 6.5 △ 2.0

投資的経費 34,108,962 525,146 34,634,108 18.2 30,255,261 21.1 14.5

補助事業 5,913,652 357,901 6,271,553 3.3 4,267,777 3.0 47.0

単独事業 4,392,267 154,245 4,546,512 2.4 3,311,759 2.3 37.3

災害復旧事業 23,803,043 13,000 23,816,043 12.5 22,675,725 15.8 5.0

その他の経費 90,887,151 5,568,019 96,455,170 50.7 59,619,514 41.4 61.8

う 維持補修費 2,104,217 1,225,077 3,329,294 1.8 2,309,062 1.6 44.2

ち 予備費 606,667 2,758 609,425 0.3 308,241 0.2 97.7

合 計 183,787,186 6,302,246 190,089,432 100.0 143,648,593 100.0 32.3



３ 令和２年郡山市議会９月定例会提出議案

① 予算議案 20件

② 条例議案 ９件

33

議案番号 件 名
第139号～
第158号

令和２年度郡山市一般会計補正予算（第10号）ほか19会計補正予算（財政課）
一般会計、国民健康保険、後期高齢、介護保険ほか

議案番号 件 名 施行期日等
第159号 郡山市職員の特殊勤務手当に関する条例及び郡山市会計年度任用職員の給与及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例（人事課）
公布の日

新型コロナウイルス感染症から市民の生命及び健康を保護するために緊急に行わ
れた措置に係る作業に従事した職員に対し、感染防疫等作業手当を特例として支給
する。

第160号 郡山市地方創生応援基金条例（政策開発課） 公布の日
地域再生計画に定める事業に要する経費の財源に充てるため、郡山市地方創生応

援基金を設置する。
第161号 郡山市農業水利施設等保全再生事業基金条例の一部を改正する条例（農地課） 令和３年４月１日

福島復興再生特別措置法の一部改正に伴い、所要の改正を行う。
第162号 租税特別措置法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例（収納課） 令和３年１月１日

租税特別措置法の一部改正に伴い、所要の改正を行う。
第163号 郡山市総合地方卸売市場条例の一部を改正する条例（総合地方卸売市場） 公布の日

消費税及び地方消費税に関する規定の明確化を図るため、所要の改正を行う。
第164号 郡山市中小企業及び小規模企業振興基本条例の一部を改正する条例（産業政策課）公布の日又は政令

で定める日のいず
れか遅い日

中小企業等経営強化法の一部改正に伴い、所要の改正を行うとともに、規定を整
備する。
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議案番号 件 名 施行期日等
第165号 郡山市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例（道路建設課）令和３年４月１日

道路構造令の一部改正に伴い、所要の改正を行うとともに、関係条例の改正を行
い、併せて規定を整備する。

第166号 郡山市工業用水道事業給水条例を廃止する等の条例（産業創出課） 公布の日
規則で定める日工業用水道事業を廃止することに伴い、関係条例の廃止等を行うとともに、規定

を整備する。
第167号 郡山市立公民館条例の一部を改正する条例（生涯学習課） 公布の日

大槻公民館大槻分室の用途廃止及び安積公民館安積分室の改築に伴い、所要の改
正を行う。

③ その他の議案 ６件

議案番号 件 名
第168号 工事請負契約について（契約課）

郡山市河内埋立処分場第４期埋立地拡張工事
第169号 工事請負契約について（契約課）

橋梁修繕工事（大黒橋）
第170号 財産の取得について（契約課）

シンクライアントシステム用ノートパソコン 600台
第171号 財産の取得について（契約課）

消防用ホース 483本
第172号 訴えの提起について（公有資産マネジメント課）

訴えを提起する。（旧上伊豆島小学校敷地内に所在する土地の条件付賃借権設定仮登記抹消手続き
を求める。）

第173号 専決処分の承認を求めることについて
専決第19号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（こども育成課） 令和２年７月３日

令和２年４月16日発生 西田保育所敷地内 草刈り作業中における
車両損害事故
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報告番号 件 名 施行期日等
第15号 専決処分事項の報告について

専決第20号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（防災危機管理課） 令和２年７月10日
令和２年４月10日発生 湖南町三代地内 公用車による車両損害事

故
専決第21号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（３Ｒ推進課） 令和２年７月21日

令和２年３月31日発生 河内クリーンセンター敷地内 廃棄物の搬
出時における車両損害事故

専決第22号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和２年８月４日
令和２年５月16日発生 富久山町久保田地内 道路側溝用鉄製蓋の

跳ね上げによる車両損害事故
専決第23号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和２年８月７日

令和２年４月２日発生 桜木一丁目地内 道路反射鏡鏡面落下によ
る人身事故

専決第24号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和２年８月７日
令和２年６月10日発生 西田町根木屋地内 道路側溝用鉄製蓋の跳

ね上げによる車両損害事故
専決第25号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和２年８月７日

令和２年７月10日発生 富田町字寺久保地内 草刈り作業中におけ
る車両損害事故

④ 専決処分報告案１件



○税額控除割合が寄附額の最大約９割
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（３）条例ピックアップ

（政策開発課）

【企業版ふるさと納税制度のポイント(2020年度制度改正）】

損金算入
約３割

税額控除
＋３割

税額控除
更に＋３割

企業
負担

(約１割)

郡山市地方創生応援基金条例

▼ 基金について

基金名称：郡山市地方創生応援基金
設置目的：企業版ふるさと納税の制度を活用し、民間資金による官民連携の地方創生を推進します。

○2024年度まで適用期限延長
・複数年度にわたる継続的な事業への寄付が可能

○事業毎の認定から「包括的な認定」が可能
・総合戦略の取組全体を地域再生計画として認定

通常寄附 現行制度 制度拡充

最 大
約９割
控 除

○事業費確定前の寄附受納が可能

認

定

事
業
着
手

事
業
完
了

年
度
末

改正前

改正後

受納

※地域再生計画認定後いつでも寄付可能に

★ 2020年度から2024年度まで、寄附企業の税額控除割合が最大約９割に拡大！

★包括的な認定を受けることで、地方創生に資するあらゆる分野の寄附が可能に！

《13ページに関連事業掲載》



これまでの新型コロナウイルス感染症対策の取り組み①

９月補正予算 12億4,018万円

4,256万円

〇修学旅行における追加的費用等への支援

７億6,000万円

〇「郡山市新生児応援給付金」10万円の支給と
「ASAKAMAI 887」（郡山産最高級米）の贈呈

〇「郡山市子育て応援給付金」１万円を追加支給
〇子ども食堂への支援
〇医療機関等従事者などの病児保育利用者への支援
〇障害福祉サービス事業所への支援
〇運動用具の配付による運動不足の解消
及び体力の維持・向上

〇辞典及びドリル等の配付による学習環境の充実
〇事業継続等に向けた融資制度の拡充

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復

13億766万円

〇国給付金の対象とならない中小企業等への本市給付金
の創設

6,000万円

〇テレワーク等推進に向けた補助制度の創設

78億7,789万円

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

Ⅳ 強靱な経済構造の構築

８月補正予算 21億7,022万円
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10億9,853万円

〇感染症拡大防止に向けた医療体制の強化・拡充
〇医師・看護師等による専門チームの派遣
〇各学校で取り組む感染症対策及び学習保障への支援
〇学校トイレの清掃業務委託の延長
〇市有施設の感染防止機能の強化

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続
2,528万円

〇外国人留学生への支援

5,816万円

〇こおりやまの食とスポーツの振興
〇観光業のＶ字回復に向けた支援

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復

5,821万円

〇新規就農促進に向けた受入れ体制等の強化
〇新生活様式の実現に向けたＤＸの推進
・オンライン企業説明会の実施
・公共施設等窓口支払いのキャッシュレス化
・動画配信サービスによる文化芸術活動への支援
・DX公民館に向けた環境整備
・図書館の電子書籍を2,500冊に拡充
・テレワーク型審査会の実施

Ⅳ 強靱な経済構造の構築



これまでの新型コロナウイルス感染症対策の取り組み②

５月補正予算 20億5,668万円

２億984万円

〇保育料負担を軽減
〇衛生用品を保育施設などへ配布
〇発熱外来診療所の設置
〇協力医療機関への支援

13億8,146万円

〇子育て世帯への臨時特別給付金
〇ひとり親家庭に対する緊急支援
〇農産物の消費拡大と子どもたちの
栄養面を支援

〇特別定額給付金※

〇住宅確保給付金の拡充
〇中小企業・小規模事業者応援プロジェクト
Ⅲ 次の段階としての

官民を挙げた経済活動の回復
１億7,200万円（５月専決）

〇飲食店・宿泊業への感染拡大防止策への支援

２億9,338万円

〇新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策予備費

Ⅴ 今後への備え
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６月補正予算 22億8,576万円

４億3,273万円

〇新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策の推進 〇給食調理事業者等の支援
〇介護・障害福祉事業者のサービス継続に対する支援
〇オンライン母親教室、相談事業等 〇妊婦ＰＣＲ検査
〇スクールバスの増便（８月以降分）
〇小中学校のトイレ清掃業務委託

８億9,371万円

〇子供の学びを保障するＩＣＴ整備
〇ＩＣＴの活用による働き方改革の推進

７億8,115万円

〇学校給食費の補助による保護者の負担軽減
〇緊急雇用（会計年度任用職員）
〇ひとり親世帯臨時特別給付金
〇小中学校全児童・生徒への米の配布

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復
１億7,817万円

〇児童生徒の栄養支援と郡山産の鯉の消費拡大
〇畜産農家の事業継続を支援 〇宿泊施設誘客促進事業
〇コンベンション参加おもてなし事業 〇合宿宿泊費補助
〇公共交通事業者の感染症対策を支援 〇学校図書館の充実
〇中小企業へのＢＣＰ策定支援 〇経営資源引継ぎ支援

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備

Ⅳ 強靱な経済構造の構築



これまでの新型コロナウイルス感染症対策の取り組み③

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

既定予算・予備費対応 １億2,505万円

〇衛生用品の購入
・保育所、放課後児童クラブ、地域こども教室、小中学校、
子育て支援事業、社会福祉施設等

・災害時避難所用備蓄の整備
〇検査体制の強化
・検査施設改修及びＰＣＲ検査機器導入
・県衛生研究所へのＰＣＲ検査委託
・行政検体移送経費等
〇医療機関との連携
・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策連絡調整会
議医療専門委員会の開催

・患者受入れのための病床確保
〇感染症拡大防止対策に係る広報
〇小中学校等再開に向けた対策
・清掃用品の購入
・スクールバスの増便

〇市税等の支払猶予及び軽減※

〇離職退去者への市営住宅入居支援
〇売上高等減少対策資金融資
1,000万円以内）《保証料ゼロ》

〇花いっぱいプロジェクト
（花き事業者支援）

〇指定管理施設の貸館キャンセルによる減収補填

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備
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対象者別事業費一覧

※集計額は市税等の軽減による収入減及び特別定額給付金（約328億円）を除いた各補正予算計上時のものです。
対象者別事業費一覧の事業費は、市民と事業者の区分に重複してカウントしているものがあります。

対象者 予算額 主な事業

市民 45億1,400万円住宅確保給付金、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染症対策の推進など

子ども 16億5,031万円子どもの学びを保証するICT整備、
学校給食費の補助など

子育て世帯 11億8,442万円子育て世帯臨時特別給付金、子
育て応援給付金など

ひとり親世
帯

3億9,255万円緊急支援給付金、ひとり親世帯
臨時特別給付金など

事業者 31億9,270万円雇用調整助成金上乗せ補助、申
請手数料補助など

福祉 4,292万円障害・介護事業所への衛生用品
の配布、サービス継続支援など

医療 4億770万円協力医療機関への支援など

商工 21億4,929万円家賃支援給付金、事業継続応援
給付金など

観光 1億2,550万円宿泊施設誘客促進事業など

農業 7,014万円小中学校全児童・生徒への米の
配布など

交通 4,744万円公共交通事業者の感染症対策を
支援

その他 5億5,399万円公共施設の感染症予防対策など



 
 

特別定額給付金の給付状況等について 

 

特別定額給付金については、５月 15 日（金）から給付を開始し、給付状況等

（速報値）は次のとおりとなっております。 

 なお、特別定額給付金の申請受付は、８月 19 日（水）【当日消印有効】で終了

しました。 

 

１ 給付状況（速報値） 

（1）対象世帯数：142,799 世帯 

（2）申請世帯数：142,118 世帯（99.52％） 

（3）未申請世帯数：  681 世帯（ 0.48％） 

 

※申請及び審査完了は８月 21 日現在、給付は８月 24 日現在） 

 

オンライン 郵送 合計 進捗率 

(％)※ 件数
（件） 

金額 
（円） 

件数 
（件） 

金額 
（円） 

件数 
（件） 

金額 
（円） 

申 請 3,570  138,548  142,118  99.52 

審査完了 3,570  138,490  142,060  99.96 

給 付 3,570 8 億 7,210 万 137,943 312 億 960 万 141,513 320 億 8,170 万 99.57 

※申請件数の進捗率は、給付対象世帯数に対する申請件数の割合です。 

※審査完了件数は、不備等が無く、給付準備ができた件数です。 

※審査完了の進捗率は、申請件数に対する審査完了件数の割合です。 

※給付の進捗率は、申請件数に対する給付件数の割合です。 

 

２ 申請不備の補正 

申請期限までに申請いただいた申請書のうち、書類などに不備がある申請書

については、不備の内容を記載したお知らせを送付しております。 

不備の内容をご確認いただき、不備事項を補正の上、８月 31 日（月）までに

同封の返信用封筒にてご返送ください。 

返送によって補正が確認できたものについては、順次振込を行ってまいりま

す。 

 

３ 郡山市特別定額給付金専用ダイヤル 

 ☎ ０２４－９８３－９７７０ 

受付時間：７月～８月末まで（平日のみ） ９：30～17：30 

 

      郡山市特別定額給付金のサイトにアクセス 

https://www.city.koriyama.lg.jp/covid19/23829.html  

2020 年 8 月 定例市長記者会見 

資料２ 総務部特別定額給付金プロジェクトチーム 



（8月25日現在）

№ 宿泊施設名 宿泊利用券

1 四季彩一力 ペア宿泊券「福寿」

2 ホテルプリシード郡山 ツインルーム朝食付ペア宿泊券

3 万葉の宿　八景園 ペア宿泊券

4 コンフォートホテル郡山 宿泊割引券

5 山城屋旅館　

6 山城屋別亭月の庭

7 郡山ワシントンホテル 宿泊ペアチケット（朝食付き）

8 離れの宿　よもぎ埜 ペアご宿泊利用券（1泊2食付）

9 郡山温泉 ペア宿泊券

10 紅葉館きらくや 一万円宿泊利用券

11 のんびり温泉 コテージ宿泊利用券

12 郡山ビューホテル本館 ツインルームペア宿泊利用券（1泊朝食付）

13 郡山ビューホテルアネックス ツインルームペア宿泊利用券（1泊朝食付）

14 やすらぎの宿　郡山三穂田温泉 お土産付ペア宿泊利用券

15 スターホテル郡山 シングル宿泊利用券（1泊朝食付）

16 温泉ゲストハウス湯kori ご宿泊割引券

17 磐梯熱海温泉　ホテル華の湯 ホテル華の湯　ペア宿泊券

18 萩姫の湯　栄楽館 栄楽館　ペア宿泊券

19 湯のやど楽山 湯のやど楽山　ペア宿泊券

20 五の香を感じる宿　浅香荘 浅香荘　ペア宿泊券

21 ゆとりろ磐梯熱海 1泊2食ペアーご宿泊券

１　参加宿泊施設一覧

３　宿泊利用券（賞品）利用期間　：　令和３年２月１日から令和３年12月31日まで

２　キャンペーン期間　：　令和３年１月31日まで

　市内への観光誘客促進、市内宿泊業を支援するため宿泊利用券プレゼントキャンペーンを実施し
ています。
　このキャンペーンは、各宿泊施設で宿泊利用券を賞品とした抽選を行い、当選者にはその場で、
当該宿泊施設の「おすすめプラン宿泊利用券」が贈呈されます。
　当事業は6月定例会で議決された宿泊施設誘客促進事業補助金により、郡山市観光協会を窓口と
して実施するものです。
　キャンペーン参加宿泊施設及び期間等は以下のとおりです。

「また来て！郡山・磐梯熱海」宿泊利用券プレゼントキャンペーンの実施について

山城屋旅館　山城屋別亭月の庭　共通ペア宿泊券

(予算額) ７２,０００千円

(対象事業) 宿泊施設で実施する誘客促進事業

(懸賞事業)への支援

(補助対象者)市内の宿泊事業者

(対象経費) 宿泊利用券の発行記載総額

(補助率) ５分の４以内

(実施主体) (一社)郡山市観光協会

宿泊施設誘客促進事業補助金

2020年8月 定例市長記者会見
資料３ 産業観光部観光課



社会福祉法人福島いのちの電話との「自殺予防の取組に関する 

包括連携協定」について 

 

１ 目的 

自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、防ぐことのできる社会的な問題で

あること、並びに生きることの包括的な支援により社会全体の自殺のリスクを低下さ

せることができることから、本協定は、自殺対策の推進を図るため、市と福島いのち

の電話が相互に連携・協力を行い、自殺予防の取組を通じて自殺を防止し、市民の精

神的健康の保持増進に資するとともに、SDGsのゴール３「すべての人に健康と福祉を」

の実現を目指し、セーフコミュニティの推進に寄与する。 

 

２ 協定締結式 

(1) 日 時  令和２年８月 31 日(月) 午前 11 時 

(2) 場 所  市役所庁議室 

 

３ 協定先法人概要 

法人名称 社会福祉法人福島いのちの電話 
設立 平成 15 年８月社会福祉法人認可 

沿革 

 悩み苦しみ、助けを求めている方々に寄り添い、支えになることを目的

に平成８年５月に任意団体「福島いのちの電話」を設立、相談員の養成研

修を開始し、平成９年９月から「日本いのちの電話連盟加盟センター」と

して電話相談をスタートした。 
 平成 15 年８月社会福祉法人となり、現在は、電話相談及びメール相談

活動の他、ゲートキーパー養成研修会や自殺予防に関する講演会の開催な

ど普及啓発活動を実施し、活動の幅を広げている。 
所在地 福島中央郵便局私書箱 15 号 
代表者名 理事長 丹羽 真一 
会員数等 法人・個人会員 1,760 名 電話相談員 96 名（令和２年４月 1 日現在） 

 

４ 協定内容 

 「自殺予防の取組に関する包括連携協定」 

(1) 自殺予防の周知啓発に関すること。 

(2) 自殺対策の推進とその支援に関すること。 

(3) SDGs の推進に関すること。 

(4) セーフコミュニティの推進に関すること。 

(5) その他、自殺予防のほか自殺対策に関する有効な活動に関すること。 

2020 年 8 月 定例市長記者会見 

資料４ 保健福祉部保健所地域保健課 



 

 

 

令和２年度 郡山市功労者表彰式について 

 

 

１ 日 時   令和２年９月１日（火）午前１０時 

 

２ 会 場   郡山市役所 正庁 

 

３ 受賞者  （別紙名簿のとおり） 
 

（１）自治功労表彰         ８名 

① 前郡山市議会議員          ４名 

② 前郡山市情報公開審査会委員・ 

２ 前郡山市個人情報保護審議会委員     １名 

③ 前郡山市介護認定審査会委員     ３名 

 

（２） 特別表彰              ２９名・２団体 

 

① 教育・文化興隆の功労         ３名   １団体 

② 産業振興の功労           ２名 

③ 社会福祉の功労           １名 

④ 保健衛生の功労           ５名  １団体 

⑤ 水災・火災等防護の功労        ８名 

⑥ 私財等の寄附            ２名 

⑦ 町内会長としての功労        ２名 

⑧ 納税貯蓄組合長としての功労     ６名 

 

４ その他   新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、以下の対策を講じて執

り行います。 

・ 出席者のマスク着用、受付時に検温・手指消毒を実施 

・ 表彰者の配偶者や来賓等の出席者を減らし、ソーシャルディスタ

ンシングを確保するとともに、換気等に努める 

・ 開催時間の短縮 

・ 「国歌」、「こおりやま市民の歌」は演奏のみとする 

2020年8月 定例市長記者会見 

資料５ 総務部秘書課 
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郡山市自治功労表彰受賞者 
敬称略・順不同 

 

 

橋
はし

 本
もと

 幸
こう

 一
いち

  郡山市 瀬町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与 

された功績 

◎郡山市議会議員歴 28 年４月 

◎郡山市議会議長歴  ２    年 

 

大
おお

 内
うち

 嘉
よし

 明
あき

  郡山市喜久田町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与 

された功績 

◎郡山市議会議員歴 20 年４月 

◎郡山市議会議長歴   ２  年 

 

飛
ひ

 田
だ

 義
よし

 昭
あき

  郡山市静町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与 

された功績 

◎郡山市議会議員歴 26 年５月 

 

岩
いわ

 﨑
さき

 眞理子
ま り こ

  郡山市安積町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与 

された功績 

◎郡山市議会議員歴 20 年４月 

 

影
かげ

 山
やま

    彌
わたる

  郡山市片平町 
 

多年にわたり郡山市情報公開審査会委員及び郡山市個人情報 

保護審議会委員として、本市の情報公開の推進並びに基本的 

人権の擁護に寄与された功績 

◎郡山市情報公開審査会委員歴 32 年 

◎郡山市個人情報保護審議会委員歴 16 年 
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星
ほし

 井
い

 睦
むつ

 子
こ

  郡山市長者一丁目 
 

多年にわたり郡山市介護認定審査会委員として、本市の社会 

福祉の向上に寄与された功績 

◎郡山市介護認定審査会委員歴 21 年 

 

根
ね

 本
もと

   仁
じん

  郡山市咲田一丁目 
 

多年にわたり郡山市介護認定審査会委員として、本市の社会 

福祉の向上に寄与された功績 

◎郡山市介護認定審査会委員歴 19 年 

 

藤
ふじ

 江
え

 眞
まさ

 明
あき

  郡山市静町 
 

多年にわたり郡山市介護認定審査会委員として、本市の社会 

福祉の向上に寄与された功績 

◎郡山市介護認定審査会委員歴 17 年 
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郡山市特別表彰受賞者 
敬称略・順不同 

 

 

〔教育・文化興隆の功労〕 
 

渡
わた

 辺
なべ

 末
すえ

 雄
お

  郡山市開成二丁目 
 

多年にわたり郡山市スポーツ・レクリエーション協会及び  

郡山グラウンド・ゴルフ協会の役員を歴任し、本市の生涯  

スポーツの振興に寄与された功績 

 

藤
ふじ

 蔭
かげ

 篤
あつ

 也
や

  郡山市愛宕町 
 

多年にわたり郡山市文化団体連絡協議会常任理事及び郡山 

日本舞踏協会副会長を歴任し、また、舞踏家として本市の芸術

文化の振興に寄与された功績 

 

出
で

 村
むら

 克
かつ

 宣
のり

  郡山市大町二丁目 
 

平成 20 年４月から日本大学工学部長、平成 26 年 9 月から  

同大学副学長を歴任し、多年にわたり本市の高等教育の振興 

並びに産学官連携の推進に寄与された功績 

 

福島
ふくしま

県立
けんりつ

郡 山
こおりやま

高等学校
こうとうがっこう

  郡山市大槻町 
 

全日本合唱コンクール全国大会において平成 30 年度から２年

連続で最高位となる文部科学大臣賞を受賞し、平成 30 年度に

はＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国コンクールにおいても 

同じく最高位の金賞を受賞するなど、本市音楽活動の先導役を

果たすとともに、「音楽都市こおりやま」を全国に発信した  

功績 
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〔産業振興の功労〕 
 

高
たか

 橋
はし

 良
よし

 和
かず

  郡山市字菜根屋敷 
 

多年にわたり郡山地区ハイヤータクシー協同組合理事長  

として本市の運輸業の発展に寄与された功績 

 

古
ふる

 川
かわ

   武
たけし

  郡山市 瀬町 
 

多年にわたり郡山市河内土地改良区役員として、土地改良区の

運営と地域農業の振興に寄与された功績 

 

〔社会福祉の功労〕 
 

近
こん

 藤
どう

 幸
ゆき

 夫
お

   郡山市 瀬町 
 

 多年にわたり民生委員・児童委員として、社会福祉の向上に 

寄与された功績 

◎民生委員・児童委員歴 21 年９月 

 

〔保健衛生の功労〕 
 

磯
いそ

 倉
くら

 岩
いわ

 夫
お

  郡山市大槻町 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力し、

地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 26 年５月 

 

伊
い

 東
とう

 和
かず

 子
こ

  郡山市咲田二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力し、

地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 28 年５月 
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人
ひと

 見
み

 弘
ひろ

 子
こ

  郡山市三穂田町 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力し、

地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 28 年５月 

 

関
せき

 場
ば

   清
きよし

  郡山市朝日二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力し、

地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 31 年 

 

大
おお

 竹
たけ

 英
ひで

 子
こ

  郡山市鳴神二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力し、

地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 28 年 5 月 

 

一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

郡 山
こおりやま

医師会
い し か い

  郡山市朝日二丁目 
 

多年にわたり地域の救急医療体制の確立並びに市民の健康の 

保持増進に尽力するとともに、令和元年東日本台風災害における

避難者支援及び新型コロナウイルス感染症対策に係る医療体制

の構築など、市民の生命と健康の保持に寄与された功績 

 

〔水災・火災等防護の功労〕 
 

松
まつ

 山
やま

 一
かず

 八
や

   郡山市熱海町 
 

郡山市消防団副団長及び郡山市消防団団長を歴任し、多年に  

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 50 年 3 月 

 

白
しら

 石
いし

 一
かず

 美
み

  郡山市大槻町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 33 年 
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遠
とお

 山
やま

 正
しょう

 一
いち

  郡山市湖南町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 38 年 

 

髙
たか

 田
だ

 吉
よし

 造
ぞう

  郡山市富久山町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 37 年 

 

廣
ひろ

      川
かわ

   寛
ひろし

   郡山市笹川二丁目 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 28 年 

 

七
なな

 海
うみ

 宏
ひろ

 光
みつ

   郡山市喜久田町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 33 年 

 

村
むら

 上
かみ

 晃
こう

 一
いち

  郡山市安原町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 30 年 

 

遠
えん

 藤
どう

   薫
かおる

  郡山市大槻町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 29 年 
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（吉
よし

 村
むら

 徳太郎
とくたろう

） 

〔私財等の寄附〕 
 

成
せい

   鐘
しょう

 
たい

  郡山市柏山町 
 

 郡山市立学校の音楽活動の環境整備のため多額の寄附をし、

本市の音楽文化の振興に寄与された功績 

 

山
やま

 田
だ

 晃
あき

 久
ひさ

  神奈川県横浜市 
 

こおりやま応援寄附金へ多額の寄附をし、本市の農業の振興に

寄与された功績 

 

〔町内会長としての功労〕   

 

遠
えん

 藤
どう

 昌
まさ

 典
のり

   郡山市中野二丁目 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 15 年６月 

 

猪
いの

 俣
また

 昭
あき

 彦
ひこ

  郡山市田村町 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 10 年５月 

◎田村町自治会長(連合会長) 10 年 5 月 

 

〔納税貯蓄組合長としての功労〕 
 

齋
さい

 藤
とう

 作
さく

 重
じゅう

   郡山市 瀬町 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合 

組織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 24 年 5 月 
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狩
か

 野
のう

   赳
たけし

  郡山市熱海町 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合 

組織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 24 年 11 月 

 

鈴
すず

 木
き

 弘
ひろ

 幸
ゆき

  郡山市日和田町 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合 

組織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 24 年 10 月 

 

伊
い

 藤
とう

 孝
こう

 一
いち

    郡山市富久山町 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合 

組織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 25 年 5 月 

 

宗
むな

 像
かた

 保
やす

 介
すけ

  郡山市中田町 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合 

組織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 24 年 5 月 

 

鈴
すず

 木
き

 秀
ひで

 之
ゆき

  郡山市並木一丁目 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合 

組織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 25 年 5 月 

 

 



１、実施方法

安積、安積第二、宮城、御舘、守山、高
瀬、二瀬、郡山第一、郡山第三、郡山第
四、郡山第七、緑ケ丘、小原田、ザベリ
オ、県立郡山養護学校、県立あぶくま養護
学校、県立聾学校、県立須賀川養護学校郡
山分校の各中学校及び中学部出身の方。

会場面積約５，４９５㎡
一人当たりの面積＝約４㎡
（5,495÷1,300＝4.226…）
※一人当たりのスペース４倍確
保

２、新型コロナウイルス感染症対策
・午前・午後の時差開催により１回当たりの参加者を1,300人程度に抑え、式典会場も例
  年の倍の広さにすることで参加者の間隔を前後左右２ｍ程度確保する。
・手指消毒液を配置し、参加者へ消毒や手洗いを求める。
・参加者はマスク又はフェイスシールドの着用を必須とする。
・入口において参加者全員の体調の聴取と検温を実施し、体調不良又は37.5℃以上の方に
　は参加をお断りする。
・参加者には厚生労働省が出している新型コロナウイルス接触確認アプリ（略称：ＣＯＣ
　ＯＡ）をインストールしてもらい、開催後14日間は当アプリの「利用規約」及び「使い
　方」に従い利用してもらう。
・各回終了後には椅子、机、ドアノブ等の会場内で触れる可能性の高い場所について消毒
　作業を行う。

式典会場

２，６００人

アトラクション会場

２，６００人
会場面積約５，４９５㎡
一人当たりの面積＝約１㎡
（5,495÷2÷2,600＝1.056…）

式典会場
多目的ホール内仕切りなし

１，３００人
第１回

第２回

式典会場
多目的ホール内仕切りなし

１，３００人

※学校名については対象者の卒業時の校名で記載しています。

平成12年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた方。

時間を短縮して開催し、内容は検討中。
※ただし、新型コロナウイルス感染症拡大の状況

　　によっては、式典の開催を中止する場合もある。

令和３年郡山市成人のつどいの開催について

〇令和３年の成人のつどいはビッグパレットふくしまで２回に分けて開催します。
　

第1回 第２回

会場

内容

ビッグパレットふくしま

日時
令和３年１月１０日（日）

11：00～11：45（10：30開場） 14：00～14：45（13：30開場）

対象者
日和田、行健、明健、片平、喜久田、熱
海、湖南、郡山第二、郡山第五、郡山第
六、富田、大槻、西田、三穂田、逢瀬の各
中学校出身の方。

ビッグパレットふくしま 多目的ホール

式典終了後移動

仕切り

〇令和３年の開催方法

〇例年の開催方法（市内在住新成人約3,200人×例年の参加率約75％＝約2,400人＋市外在住者200人⇒2,600人）

2020年8月 定例市長記者会見
資料６ 教育総務部生涯学習課
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配布資料① 保健福祉部保健所地域保健課 



総医療費 （単位：円）
診療年月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
国保2019 2,011,444,776 1,861,838,756 1,982,549,838 1,997,248,124 1,951,566,029 1,942,743,236

国保2020 1,915,200,856 1,904,975,533 2,039,948,766 1,887,134,820 1,632,779,500 1,861,953,960

後期高齢2019 2,922,464,944 2,820,289,862 3,032,601,284 3,052,362,307 2,970,556,644 2,932,795,672

後期高齢2020 2,954,414,209 2,884,007,050 3,041,648,956 2,834,496,143 2,605,774,817 2,899,548,888

国民健康保険

後期高齢者医療制度

レセプト件数 （単位：件）

診療年月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
国保2019 87,810 84,268 89,893 88,880 84,941 86,222

国保2020 84,949 83,427 84,707 78,430 70,513 81,660

後期高齢2019 90,371 89,631 95,140 96,653 93,988 95,273

後期高齢2020 93,126 92,609 94,257 89,946 84,660 93,391

国民健康保険

 後期高齢者医療制度 レセプト件数　前年度比 4月▲ 6,707件  ▲ 6.9％、5月▲ 9,328件　▲ 9.9％  6月▲1,882件　▲2.0％

レセプト件数　前年度比 4月▲10,450件  ▲11.8％、5月▲14,428件　▲17.0％、6月▲4,562件　▲5.3％

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の医療費状況

2020年と2019年の比較

2020年と2019年の比較

総医療費　前年度比 4月▲110,113千円  ▲5.5％、5月▲318,786千円  ▲16.3％、6月▲80,789千円　▲4.2％

総医療費　前年度比 4月▲217,866千円  ▲7.1％、5月▲364,781千円  ▲12.3％  6月▲33,246千円　▲1.1％
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総医療費（※）
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国保2019

後期2019

後期2020

（円）
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1月 2月 3月 4月 5月 6月

レセプト件数（※）

国保2019 国保2020 後期高齢2019 後期高齢2020

国保2019

国保2020

後期 2019

（※）レセプト：医療機関が保険者に請求する医療報酬の明細書
（件）

国保2020

（※）総医療費：医科、歯科、薬剤、柔整の合計額

後期2020

2020年8月 定例市長記者会見
配布資料② 市民部国民健康保険課



（千円）

当初 当初補正 ５月補正 ６月補正 ９月補正 12月補正 ３月補正 ３月専決

平成28年度 8,913,151 8,983,151 8,983,151 8,643,151 11,173,151 11,533,151 12,393,151 12,420,377

平成29年度 7,881,542 7,851,542 7,851,542 7,511,542 9,431,542 9,641,542 10,421,542 11,920,465

平成30年度 7,901,439 7,961,439 7,961,439 7,891,439 9,991,439 10,971,439 12,081,439 13,520,558

令和元年度 9,081,662 9,191,662 9,191,662 9,001,662 11,381,662 8,121,662 10,721,662 10,930,649

令和２年度 7,771,462 7,571,462 6,201,462 5,451,462 9,611,462
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当初 当初補正 ５月補正 ６月補正 ９月補正 12月補正 ３月補正 ３月専決

平成28年度（2016年度）

平成29年度（2017年度）

平成30年度（2018年度）

令和元年度（2019年度）

令和２年度（2020年度）

財政調整基金残高の推移

（億円）

当初予算編成時

31億6千万円取崩し
令和元年度決算剰余金 31億3千万円積立て

各種補助交付決定等 10億3千万円積立て

（令和元年度災害復旧事業一般財源立替分 7億1千万円

公立学校情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ事業 1億4千万円 など）

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

13億7千万円取崩し

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

7億5千万円取崩し

2020年８月定例市長記者会見

配布資料③ 財務部財政課

令和元年東日本台風対応

35億1千万円取崩し



（億円）

年
2009

（H21）
2010

（H22）
2011

（H23）
2012

（H24）
2013

（H25）
2014

（H26）
2015

（H27）
2016

（H28）
2017

（H29）
2018

（H30）
2019

（H31）
2020
（R2）

金額 248 259 271 430 382 352 389 381 290 332 357 312

※公金預金：税金等の収納金や定期預金など金融機関に預けているお金
※各年３月末日時点の残高
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（R2）

推 移

金額

公金預金の推移（郡山市）

（億円）

年

本市の2020年３月末日の公金預金は、東日本大震災の復興が進んだため、震災後

のピーク時の2012年に比べると27.4％の減となっているが、預金の推移は、震災前

2009年の水準の約1.26倍となる312億円である。

東日本大震災発生

2020年8月 定例市長記者会見

配布資料④ 会計課



令和２年度農地所有適格法人・一般法人一覧表

■ 農地所有適格法人

№ 農地所有適格法人名 役　 職 代表者名 住所

1 有限会社こおりやま園芸ナーセリー 代表取締役 橋本　悦郎 郡山市西田町三町目字前長喜田２８８

2 株式会社ＪＡ郡山市農業受委託 代表取締役 古川　正浩 郡山市朝日二丁目１４－７

3 有限会社上野牧場 代表取締役 上野　一夫 郡山市田村町川曲字淵石５２

4 有限会社降矢農園 代表取締役 降矢　敏朗 郡山市田村町川曲字浮内５０

5 有限会社鈴木農園 代表取締役 鈴木　清 郡山市田村町大供字向１７３

6 有限会社ニッケイファーム 代表取締役 大竹　俊雄 郡山市大槻町字原田前５－４

7 有限会社郡山アグリサービス 代表取締役 遠藤　喜一 郡山市逢瀬町河内字笊内１６２

8 有限会社横田畜産 代表取締役 横田　隆 郡山市中田町下枝字小網木３９

9 有限会社アグリプロ八丁目 代表取締役 村田　広一 郡山市日和田町八丁目字門前２３

10 有限会社武田ファーム 代表取締役 武田　晃一 郡山市阿久津字南小４１５

11 有限会社アグリサービスあさか野 代表取締役 鈴木　一弘 郡山市日和田町字北野２６

12 有限会社福良牧場 代表取締役 齋藤　喜元 郡山市湖南町福良字古町４１

13 株式会社郡山中央営農舎 代表取締役 神田　成二 郡山市七ツ池町１８－１７

14 有限会社五葉山農場 代表取締役 伊藤　正通 郡山市日和田町梅沢字後田４２－１２

15 有限会社うねめ農場 代表取締役 伊東　敏浩 郡山市片平町字木藤田４９－２

16 有限会社橋本農園 代表取締役 橋本　寿晴 郡山市三穂田町山口字山田１７５

17 有限会社仁井田本家あぐり 代表取締役 仁井田　穏彦 郡山市田村町金沢字高屋敷１３９

18 有限会社みづほ郡山ライスセンター 代表取締役 栁田　勝 郡山市逢瀬町河内字篭原３

19 有限会社福島お飾り製造グループ 代表取締役 薄井　源幸 須賀川市江持字前田２

20 株式会社ベレッシュ 代表取締役 武田　博志 郡山市八山田西一丁目155

21 株式会社古川ファーム 代表取締役 古川　清衛 郡山市逢瀬町河内字鳥越59

22 株式会社アグリフィールド矢吹 代表取締役 矢吹　勝威 郡山市田村町岩作字駒形107-51

23 株式会社高野植物園 代表取締役 大和田　裕美 岩瀬郡鏡石町南町707番地2グリーンラボ気付

24 株式会社美農然 代表取締役 齋藤　章輔 郡山市湖南町福良字外出2717-1

25 株式会社希望ファーム 代表取締役 白石　拓麻 郡山市田村町上行合字西川原68-1

26 有限会社光 代表取締役 栁田　美華 郡山市逢瀬町河内字町東188

27 株式会社ヤマセイ 代表取締役 古川　清幸 郡山市逢瀬町河内字鳥越104

28 農事組合法人宮下夢ファーム 代表理事 黒澤　大吉 郡山市日和田町字宮ノ入11-3

29 株式会社あぶくま商会 代表取締役 百目鬼　昭徳 郡山市小原田三丁目8-2

30 楪園芸株式会社 代表取締役 柏原　秀雄 郡山市田村町川曲字牛骨５０

31 株式会社カネクチ山口 代表取締役 山口　盛雄 郡山市田村町守山字大町10

32 株式会社agrity 代表取締役 小野寺　淳 須賀川市滑川字八方久保100-1

33 株式会社ほしくまファーム 代表取締役 椎名　亨 郡山市大町二丁目3-26

34 株式会社あけぼのフーズ 代表取締役 鄭　善禮
（チュン・ソンルエ）

郡山市静町4-10

35 株式会社佐藤農場 代表取締役 佐藤　靖浩 郡山市大槻町字中ノ平55

36 株式会社なかた農園 代表取締役 中田　幸治 郡山市富久山町福原字福原42

37 株式会社グリーンファーム 代表取締役 渡辺　恒平 郡山市荒井町字荒井22

38 株式会社音川青果 代表取締役 音川　充輝 郡山市富久山町久保田字太郎殿前2

39 株式会社まどか菜園 代表取締役 鈴木　清美 郡山市田村町岩作字古道133

40 株式会社松川ファーム 代表取締役 松川　延安 郡山市田村町山中字団子田104-1

41 株式会社ハナキグリーンセンター 代表取締役 府中　孝美 郡山市田村町金屋字新家4

42 のんびり農園合同会社 代表社員 石井　友己宜 郡山市田村町守山字大町27

43 株式会社きくた農園 代表取締役 佐久間　俊幸 郡山市喜久田町前田沢字上原17

44 合同会社Incontra 代表社員 平山　真吾 郡山市赤木町11番20号

45 有限会社菜根譚農場 代表取締役 小林　恵智 東京都中央区新川二丁目７－１１

46 農事組合法人　ファジーファーム 代表理事 菅野　良平 郡山市土瓜1丁目１３８－２
送付先　田村市常葉町久保字高原173

47 農事組合法人七海牧場 代表理事 七海　福王 郡山市中田町駒板字表２３５

48 株式会社橋商 代表取締役 橋本　善寿 郡山市字名倉25-2

農業委員会事務局

2020年8月7日
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令和２年度農地所有適格法人・一般法人一覧表 農業委員会事務局

2020年8月7日

■ 一般法人

№ 一般法人名 役　　職 代表者名 住所

1 特定非営利活動法人EARTHBOOK 代表理事 生尾　学 郡山市湖南町舟津字太田道西3245-1

2 あさかのＦｒｅｓｈ株式会社 代表取締役 過足　和茂 郡山市大槻町字向原212

3 株式会社グレイス・ファーム 代表取締役 髙田　正弘 郡山市田村町徳定字蚕沢49

4 農事組合法人布引高原野菜生産組合 組合長 小山　忠義 郡山市湖南町福良字前谷地６２３３

5 有限会社フロンティア 代表取締役 国分　孝男 郡山市三穂田町富岡字住ノ内7-12

6 株式会社本田農園 代表取締役 本田　角市 郡山市湖南町福良字畑ノ前２５３４

7 有限会社コーワ建設工業 代表取締役 塩澤　孝 郡山市御前南五丁目58番地

8 有限会社山吉吉田商店 代表取締役 吉田　裕敏 須賀川市栄町308番地



法人経営のメリット 

 

１ 経営上のメリット 

（１）経営管理能力の向上 

・経営責任に対する自覚を促し、経営者としての意識改革の促進 

・家計と経営が分離され、経営管理が徹底（ドンブリ勘定からの脱却） 

 

（２）対外信用力の向上 

  ・財務諸表の作成義務化により、金融機関や取引先からの信用が増す。 

 

（３）経営発展の可能性の拡大 

  ・幅広い人材（従業員）の確保により、経営の多角化など事業展開の可能  

   性が広がり、経営の発展が期待できる。 

 

（４）福利厚生の充実 

  ・社会保険、労働保険の適用により、従事者の福利の増進 

  ・労働時間等の就業規則の整備、給与制の実施等による就業条件の明確化 

 

（５）経営継承の円滑化 

  ・農業の後継者でなくても、構成員、従業員の中から意欲ある有能な後継 

   者を確保することが可能 

 

２ 制度面でのメリット 

（１）税制 

  ・役員報酬を給与所得とすることによる節税 

   （役員報酬は法人税において損金算入が可能。また、所得税において 

    役員が受け取った報酬は給与所得控除の対象になる。） 

  ・欠損金の 10 年間繰越控除 

   （青色申告をしている個人事業主は３年間） 

 

（２）融資限度額の拡大 

  ・農業経営基盤強化資金（スーパーＬ資金）の貸付限度額 

    個人３億円（複数部門経営は６億円） 

    法人 10 億円（民間金融機関との協調融資の状況に応じ 30 億円） 

2020 年 8 月 定例市長記者会見 

配布資料⑤-(2) 農業委員会事務局 



 2020/8/26 保健所 地域保健課

項目 料金

PCR検査料 18,000 円

微生物学的検査判断料 1,500 円

合計 19,500 円

PCR検査料金表（保険診療分）

※初再診料等は含まない。

163710
スタンプ



令和２年７月１日現在

（郡山地区ﾊｲﾔｰﾀｸｼｰ協同組合）

クラブ自動車株式会社 高橋　良和 山根町2-22 74

郡山市タクシー事業者一覧表

社　　　　　名 代　表　者 住　　　　所 車両台数

郡山タクシー株式会社 西條　勝昭 大槻町字仁池向5-3 40

湖南交通株式会社 武藤　起代子 堂前町28-10 47

ミツワ交通株式会社 武藤　起代子 堂前町28-10 40

郡山観光交通株式会社 山口　松之進 安積町長久保1-2-7 52

有限会社ツバメタクシー 武藤　起代子 堂前町28-10 16

西条タクシー株式会社 西條　勝昭 台新1-31-12 52

有限会社かねとタクシー 國分　学 富田町字大島前63 12

熱海タクシー有限会社 西條　勝敏 咲田1-8-10 8

有限会社うねめタクシー 西條　勝敏 うねめ町226-2 8

多田野タクシー株式会社 大山　富美 逢瀬町多田野字久保田6-1 7

ひかりタクシー株式会社 根本　一男 富久山町久保田字我妻99 33

福島観光自動車株式会社 伊藤　武博 横塚2-1-3 8

ふく山タクシー株式会社 國分　幸一 富久山町久保田字久保田220-1 10

有限会社日和田タクシー 柳沼　篤人 日和田町字日和田210 12

フタセ交通株式会社 安藤　一成 田村町金屋字杉ノ宮20-1 42

ワンランドタクシー株式会社 橋本　善一 安積町日出山4-181 12

富塚　健二 富久山町福原字中之内23-10 6

新産タクシー有限会社 橋本　四郎 熱海町字安子島字荻袋13-1 9

合計（台数） 539

郡山個人タクシー協同組合 小椋　湛徳 大槻町字中ノ平360-2 15

株式会社報徳観光バス 佐藤　慶直 南2-50 8

とみたタクシー株式会社 大和田　好男 富田町字登戸26-1 28

有限会社ハッピータクシー

2020年8月 定例市長記者会見
資料⑦ 建設交通部総合交通政策課


